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 要  旨 
地震などで鉄道，道路のインフラが機能停止したときの対策として，近年，水路の活用の重要性
が指摘され，早急な路線構築が求められている．しかし，復旧にともない利用客の量が流動的に
変化するため，その度に最適な路線が変わり，利用客は利用する路線が頻繁に変更となり，不便
である．逆に，復旧のたびに最適な路線に変更しなければ，需要の少なくなった場所にも頻繁に
船が通ることになり，効率的ではない．これらの問題を解決するために，本論文ではおかれた状
況(復旧度合による利用客の需要) において早く乗客を輸送できる路線(ルール) を獲得する能力
と，その路線を一般化(generalize)する能力を有する学習分類子システム(Learning Classifier 
Sytstem: LCS) に着目し，復旧前と復旧後の異なる状況に対して大幅に到着時間が変わらない路
線を構築するシステムを考案し，その有効性をシミュレーションを通じて検証することを目的と
する．具体的には，(1)正確性という概念をいれたピッツバーグ型学習分類子システムと，(2)(1) の
提案システムに NSGA-2 という多目的最適化手法(復旧前と復旧後の両方に対して良い解を見出
す手法) を導入した拡張学習分類子システムを提案する． 
 これらのシステムは，おかれた状況(復旧前なら復旧前，復旧後なら復旧後) に特化した路線し
か獲得できない(すなわち，さまざまな状況に対して良い路線を獲得できない) 従来の学習分類子
システムの問題点を克服できる． 
 提案システムの性能を評価するために，災害時におけるインフラとしての河川舟運の路線最適
化問題に適用したところ，次の知見を得た．まず，（1）選択，削除共に正確性で最適化を行うと
パフォーマンスが落ちるが，選択に正確性，削除を予測報酬値で最適化を行うと各環境に対しロ
バストな解が得られること，（2）選択，削除共に予測報酬で最適化をしてもロバストな解を得る
ことができることが分かった．また，（3）多目的最適化として，NSGA-2 の概念をピッツバーグ
型学習分類子システムに導入することで，母集団の解に多様性が生まれ，多様な探索を実現する
ことができること，（4）正確性の概念と多目的最適化の概念を組み合わせが最も良い解を得るこ
とができ，多様性の維持に加え全ての環境に適した解の探索のバイアスが加えることが，良い解
の獲得に貢献することが明らかになった． 
 
